
平成27年度

清掃工場等作業年報

【　資　料　】
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清掃工場等一覧
主なごみ焼却、灰溶融に関する物質及びエネルギー収支
清掃工場処理量
残灰搬出量
残灰量とスラグ搬出量
清掃工場処理年報　No.1
清掃工場処理年報　No.2
清掃工場別故障件数一覧表
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清掃工場年度別処理量状況(平成23年度～平成27年度）
清掃工場年度別炉稼働状況(平成23年度～平成27年度）
労働災害発生状況
労働災害発生状況(平成23年度～平成27年度）
清掃工場ごみバンカ内出火状況(平成23年度～平成27年度）
電気年報
余熱利用実績
ボイラ関係年報
水関係年報
補助燃料年報
薬品使用実績
焼却炉の休炉実績表
灰溶融施設　処理量実績
灰溶融施設　故障件数一覧表
灰溶融施設　稼働状況
灰溶融施設　稼働実績表
不燃ごみ処理センター、粗大ごみ破砕処理施設、破砕ごみ処理施設及び品川清掃作業所　処理量実績
稼働状況一覧（不燃ごみ処理センター、粗大ごみ破砕処理施設、破砕ごみ処理施設及び品川清掃作業所）
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平成28年3月現在

着　工 しゅん工 施設 所在区

1 昭和55年10月 昭和58年 9月 新設 練馬

2 昭和62年 3月 平成 2年 3月 新設 大田

3 昭和62年10月 平成 3年 3月 新設 目黒

4 平成 3年 4月 平成 7年12月 新設 江東

5 平成 3年12月 平成 8年 3月 建替 世田谷

6 平成 4年12月 平成 9年 1月 建替 江戸川

7 平成 6年 7月 平成10年 1月 新設 墨田

8 平成 5年 4月 平成10年 3月 建替 北

9 平成 6年 7月 平成10年 9月 新設 江東

10 平成 7年 3月 平成11年 1月 新設 港

11 平成 7年 9月 平成11年 6月 新設 豊島

12 平成10年 4月 平成13年 7月 新設 渋谷

13 平成10年 4月 平成13年 7月 新設 中央

14 平成11年12月 平成14年11月 更新 板橋

15 平成12年 3月 平成15年 6月 更新 大田

16 平成11年12月 平成17年 3月 更新 足立

17 平成14年 9月 平成18年 3月 更新 品川

18 平成15年 6月 平成18年12月 更新 葛飾

19 平成16年 7月 平成20年 3月 建替 世田谷

20 平成22年 6月 平成26年 9月 建替 大田

21 平成22年 12月 平成27年 11月 建替 練馬

しゅん 工 備      考
平成18年12月 電気加熱式灰溶融炉 平成26年4月より溶融処理を休止
平成 8年11月 縦型回転衝撃式 大田清掃工場敷地内に設置
平成 8年10月 横型回転衝撃式

昭和54年 6月 縦型回転衝撃式

平成 4年 7月 流動床式焼却炉

平成11年 1月 薬品処理等一定の処理を加え希釈し下水道へ投入 品川清掃工場敷地内に設置

中防粗大ごみ破砕処理施設 27t/h×2基

破砕ごみ処理施設 180t/日×1炉

品川清掃作業所（下水道投入施設） 100t/日

処
　
理
　
施
　
設

施   設   名 規  模 形　　　式
中防灰溶融施設 100t/日×4炉
京浜島不燃ごみ処理センター  8t/h×4基
中防不燃ごみ処理センター　第二プラント 48t/h×2基

世田谷
300t/日(150t×2炉)

<60t×2炉>
平成20年  3月15日から本稼働（流動床式ガス化溶融炉）
平成19年12月15日から本稼働（電気加熱式灰溶融炉）（平成27年1月より溶融処理を休止）

練　馬 500t/日(250t×2炉) 平成27年12月1日から本稼働

大田（新） 600t/日(300t×2炉) 平成26年10月1日から本稼働

品　川
600t/日(300t×2炉)

<90t×2炉>
平成18年3月16日から本稼働（平成27年3月より溶融処理を休止）

葛　飾
500t/日(250t×2炉)

<55t×2炉>
平成18年12月16日から本稼働

多摩川
300t/日(150t×2炉)

<30t×1炉>
平成15年7月1日から本稼働

足　立
700t/日(350t×2炉)

<65t×2炉>
平成14年9月1日から2号炉のみ本稼働
平成17年3月16日から１号炉が本稼働（平成26年9月より溶融処理を休止）

中　央 600t/日(300t×2炉) 平成13年8月1日から本稼働

板　橋
600t/日(300t×2炉)

<90t×2炉>
平成14年12月1日から本稼働

豊　島 400t/日(200t×2炉) 平成11年7月1日から本稼働

渋　谷 200t/日(200t×1炉) 平成13年8月1日から本稼働

新江東 1,800t/日(600t×3炉)　 平成10年10月1日から本稼働

港 900t/日(300t×3炉)
平成11年2月1日から本稼働
通常1炉予備（平成14年度及び平成24年2月24日から平成27年11月30日まで3炉稼働）

墨　田 600t/日(600t×1炉) 平成10年2月1日から本稼働

北 600t/日(600t×1炉) 平成10年3月17日から本稼働

平成6年7月1日から暫定稼働(ごみ管路収集は平成7年12月29日から開始)

千　歳 600t/日(600t×1炉) 平成8年3月16日から本稼働

江戸川 600t/日(300t×2炉) 平成9年2月1日から本稼働

清　掃　工　場　等　一　覧

清
　
掃
　
工
　
場

工 場 名
 焼却能力(規模)
<灰溶融炉規模>

備　　考

光が丘 300t/日(150t×2炉) 昭和58年10月1日から本稼働(平成28年2月6日建替のため休止)

大田第一 600t/日(200t×3炉) 平成2年2月16日から本稼働(平成26年4月18日休止)

目　黒 600t/日(300t×2炉) 平成3年3月16日から本稼働

有　明 400t/日(200t×2炉)
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排ガス処理用薬品
上水 消石灰
工業用水 苛性ソーダ
処理水 都市ガス使用量 活性炭
再利用水 アンモニア水
雨水利用 液化アンモニア

特殊反応剤

残灰(埋立)

残灰(資源化)

灰処理量 スラグ

メタル

ケーキ

苛性ソーダ
塩酸
清缶剤 蒸気発生量  凝集剤
脱酸素剤  苛性ソーダ

 塩酸

太陽光発電等によるその他発電量

受電電力量
プラント、場外熱供給 タービン発電機

蒸気使用量

発電電力量 売電電力量

総使用電力量
下水放流量

ボイラ用薬品

ボイラ 汚水処理用薬品

汚水処理設備

焼却炉 搬出物

 ごみ処理量

灰溶融炉

排
ガ
ス

非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ 排出量

塩基度調整剤

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ 排出量

溶融設備分

焼却設備分

平成27年度　主なごみ焼却、灰溶融に関する物質及びエネルギー収支

用水 焼却設備分 溶融設備分
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（単位：ｔ）

工場名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

注1：練馬清掃工場の6月～11月は試運転期間中の処理量(35,323.30t)である。本稼働後の処理量は45,961.86tである。
注2：光が丘清掃工場は平成28年1月でごみ搬入を停止した。

葛　飾

世田谷

練　馬

合　計

大田(新)

品　川

江戸川

墨　田

北

新江東

港

豊　島

渋　谷

中　央

板　橋

多摩川

足　立

千　歳

平成27年度　清掃工場処理量

光が丘

目　黒

有　明
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（単位：ｔ）

工場名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計

光が丘

目　黒

有　明

千　歳

江戸川

墨  田

北

新江東

港

豊  島

渋　谷

中　央

板　橋

多摩川

足　立

品　川

葛　飾

世田谷 73 800 13

大田(新)

練　馬

合　計                     2 24                             62

注１：残灰とは、主灰及び飛灰をいう。

　　　 また、薬剤を用いて処理した混練溶融固化物及び溶融前処理で発生した鉄分も含まれる。

　　　 なお、主灰中には、豊島、渋谷及び世田谷清掃工場の流動床式焼却炉から排出される不燃物も含む。

注２：練馬清掃工場の6月～11月は試運転期間中の残灰搬出量(2,941.95t)である。本稼働後の残灰搬出量は5,714.22tである。

平成27年度　残灰搬出量
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セメント

原料化

板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 中防灰溶融 灰 ｹｰｷ汚泥 主灰 埋立処分場 土木用資材

光が丘 994.97 6,159.46 99.20

目　黒 1,576.22 10,938.34 57.73

有　明 10,286.53 25.05 1,071.65

千　歳 3,645.59 11,885.68 420.50

江戸川 13.42 17,791.56 64.17

墨　田 4,813.87 2,764.29 7,193.02 183.40 159.16

北 2,754.16 13,740.31 106.28

新江東 11.33 44,163.75 180.36 1,797.70

港 98.19 24,942.61 99.92 597.54

豊　島 86.96 11,370.09

渋　谷 2,684.95 1,196.69

中　央 18,283.97 70.35 560.76

板　橋 * 10,072.34 109.16 127.83 4,286.33 627.27

多摩川 * 5,216.12 121.06 2,004.77 163.86 0.04

足　立 * 19,283.21 131.87

品　川 * 17,338.64 83.16 576.37 634.92 1,032.19

葛　飾 * 13,540.20 56.83 145.85 1,922.83 8.12

634.83 182.53 0.01

大田(新) 17,165.07 52.97 537.27

練　馬 8,656.17 93.27

994.97 0.00 0.00 0.00 4,813.87 0.00 13,635.11 271,023.89 1,587.82 5,848.78 0.00 7,706.70 3,928.68 8.17

* 3,161.22

* 18,689.41 4.70

994.97 0.00 0.00 0.00 4,813.87 0.00 13,635.11 292,874.52 1,592.52 5,848.78 0.00 7,706.70 3,928.68 8.17

埋立合計 294,467.04

注1：清掃工場から発生した残灰は、灰溶融施設及び民間のセメント工場に搬出するほか、埋立処分場にも搬出している。

注2：セメント原料化は、平成27年度から本格実施している。

注3：場内コンベヤやパイプラインで搬送しているものについては、計量ができないため灰の搬出量を 「＊」で表記している。

注4：灰溶融施設からの埋立灰は、溶融（焼却）飛灰固化物、溶融前処理で発生した鉄分と不適物、溶融炉停止時に排出される主灰である。

注5：世田谷清掃工場のスラグ欄での上段は、流動床式焼却炉によるもの。下段は、灰溶融炉によるもの。

注6：練馬清掃工場は試運転期間(6月～11月)の搬出量を含む。

（灰溶融炉のみの合計）

11,643.55

( 10,826.18 )

工場 計

破砕ごみ処理施設

中防灰溶融施設

合　計

スラグ合計

清
　
　
　
　
掃
　
　
　
　
工
　
　
　
　
場

世田谷 1,800.13 53.04*

平成27年度　残灰量とスラグ搬出量
（単位：ｔ）

灰　　　　　溶　　　　　融　　　　　施　　　　　設 埋　　　立
ス　　 ラ　　 グ

埋立量
有  効  利  用 ｻﾝﾌﾟﾙ

提供分
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清　掃　工　場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島

処理能力 ｔ／日 300 600 400 600 600 600 600 1,800 900 400

計画稼働日数 日 242 286 276 283 276 269 256 258 289 290

処理量 ｔ 56,437.47 101,423.45 104,611.11 144,261.04 134,658.42 119,531.32 129,302.17 421,433.52 224,894.28 109,864.20

炉稼働時間 時間 12,095 10,889 13,467 6,882 13,394 6,294 6,026 18,841 16,468 14,600

稼働日数 日 252 227 281 287 279 262 251 262 251 304

ａ　暦日数 ％ 68.8 62.0 76.7 78.3 76.2 71.7 68.6 71.5 67.0 83.1

ｂ　計画稼働日数 ％ 104.1 79.3 101.7 101.3 101.1 97.5 98.1 101.4 85.9 104.9

稼働時処理量 ｔ／日 224.0 446.8 372.3 502.7 482.6 456.2 515.1 1,608.5 896.0 361.4

処理率 ％ 77.7 59.1 94.8 85.0 81.3 74.1 84.2 90.7 100.0 94.7

稼働時処理率 ％ 74.7 74.5 93.1 83.8 80.4 76.0 85.9 89.4 126.1 90.3

残灰量／処理量 ％ 12.7 12.3 10.9 11.1 13.2 12.5 12.8 10.9 11.4 10.4

t 1,379 1,298 2,698 1,297 365 2,010 1,749 1,699 551 452

非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ2排出量 t 25,395 49,094 37,963 71,668 63,598 62,017 65,451 187,238 97,643 54,245

注1：処理能力　　   ＝ 作業計画能力

注2：計画稼働日数 ＝ 暦日数－工事日数－年末年始停止（4日）－故障見込

　  　  　　　　　　　　　  　（工事日数 ＝ 定期点検補修工事日数＋整備工事日数＋中間点検日数）

　 　　　　　 　　　      　　（故障見込 ＝（暦日数－工事日数-年末年始停止）×3％）

注3：炉稼働率  ａ   ＝（炉稼働時間／（暦日数×24×炉数））×100

　　　　   　　   　 ｂ   ＝（炉稼働時間／（計画稼働日数×24×炉数））×100

注4：稼働時処理量 ＝ 処理量／稼働日数

注5：処理率　         ＝（処理量／（処理能力×計画稼働日数））×100

注6：稼働時処理率 ＝（稼働時処理量／処理能力）×100

注7：ｴﾈﾙｷﾞｰ起源及び非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ2排出量は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」（平成10年法律第117号）第26条の規定に基づき算定した、一般廃棄物の焼却等により排出

した数値である。

注8：光が丘清掃工場は、建替えのため平成28年2月6日で稼働を停止したため、計画稼働日数から54日除いた。

平成27年度　清掃工場処理年報　No.1（1/2）  

炉
稼
働
率

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ2排出量
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渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

処理能力 ｔ／日 200 600 600 300 700 600 500 300 600 500 11,700

計画稼働日数 日 262 290 283 290 290 290 290 265 296 114 5,395

処理量 ｔ 45,498.81 158,633.94 140,026.00 73,834.11 165,932.96 151,887.34 128,829.05 30,799.54 169,344.28 45,961.86 2,657,164.87

炉稼働時間 時間 6,424 14,161 13,853 14,146 13,735 13,951 14,188 5,564 14,506 5,400 234,884

稼働日数 日 268 295 289 295 286 291 296 116 302 113 5,207

ａ　暦日数 ％ 73.1 80.6 78.9 80.5 78.2 79.4 80.8 31.7 82.6 92.2 74.7

ｂ　計画稼働日数 ％ 102.2 101.7 102.0 101.6 98.7 100.2 101.9 43.7 102.1 98.7 96.4

稼働時処理量 ｔ／日 169.8 537.7 484.5 250.3 580.2 521.9 435.2 265.5 560.7 406.7 10,078.3

処理率 ％ 86.8 91.2 82.5 84.9 81.7 87.3 88.8 38.7 95.4 80.6 83.0

稼働時処理率 ％ 84.9 89.6 80.8 83.4 82.9 87.0 87.0 88.5 93.5 81.3 86.7

残灰量／処理量 ％ 8.5 11.9 － － 11.6 11.8 － － 10.5 12.4 －

t 1,147 1,090 1,426 2,407 2,001 1,422 1,205 5,462 850 96 30,604

t 24,625 65,301 63,934 39,573 80,438 70,175 58,475 15,217 78,551 17,158 1,227,759

注1：処理能力　　   ＝ 作業計画能力

注2：計画稼働日数 ＝ 暦日数－工事日数－年末年始停止（4日）－故障見込

　  　  　　　　　　　　　  　（工事日数 ＝ 定期点検補修工事日数＋整備工事日数＋中間点検日数）

　 　　　　　 　　　      　　（故障見込 ＝（暦日数－工事日数-年末年始停止）×3％）

注3：炉稼働率  ａ   ＝（炉稼働時間／（暦日数×24×炉数））×100

　　　　   　　   　 ｂ   ＝（炉稼働時間／（計画稼働日数×24×炉数））×100

注4：稼働時処理量 ＝ 処理量／稼働日数

注5：処理率　         ＝（処理量／（処理能力×計画稼働日数））×100

注6：稼働時処理率 ＝（稼働時処理量／処理能力）×100

注7：ｴﾈﾙｷﾞｰ起源及び非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ2排出量は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」（平成10年法律第117号）第26条の規定に基づき算定した、一般廃棄物の焼却等により排出

した数値である。

注8：練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。(暦日数は122日とした)

平成27年度　清掃工場処理年報　No.1（2／2）  

清　掃　工　場

炉
稼
働
率

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ2排出量

非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ2排出量
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清　掃　工　場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島

定期点検補修

中間点検

予備炉・調整

故　　障

年末年始

そ の 他

合　　計

炉数別 全停日数

運転 １炉日数

日数 ２炉日数

３炉日数

平成27年度　清掃工場処理年報　No.2（1/2）　

処理能力

休炉

時間

内訳

故障による休炉件数

日

ｔ／日
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清　掃　工　場 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

処理能力

定期点検補修

中間点検

予備炉・調整

故　　障

年末年始

そ の 他

合　　計

炉数別 全停日数

運転 １炉日数

日数 ２炉日数

３炉日数

注：練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。

平成27年度　清掃工場処理年報　No.2（2/2）　

休炉

時間

内訳

故障による休炉件数

日

ｔ／日



－
2
4
－

清　掃　工　場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷
大田
(新)

練馬 計 合計

炉体（クリンカ付着）

灰落下管（主灰ｼｭｰﾄ）

ごみ投入ホッパ

火格子

その他

ボイラ設備

集じん設備

通風及び煙道設備

灰処理設備

その他

合　　　　　計

注：灰溶融炉の故障を除く。

休炉に至らない件数

平成27年度　清掃工場別故障件数一覧表　

休
　
　
　
炉

焼
却
炉
本
体
設
備

そ
の
他
の
設
備

休炉件数（小計）
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平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
年度

平成
年度

 炉体（クリンカ付着）

 灰落下管（主灰ｼｭｰﾄ）

 ごみ投入ホッパ

 火格子

 その他

 ボイラ設備

 集じん設備

 通風及び煙道設備

 灰処理設備

 その他

注：灰溶融炉の故障を除く。

合　　　　　　計

年度別清掃工場故障発生件数　

休
　
　
　
炉

焼
却
炉
本
体
設
備

そ
の
他
の
設
備

休炉件数（小計）

休炉に至らない件数



－
2
6
－

工場名 杉並 光が丘 大田第一 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港

規模 300t×3炉 150t×2炉 200t×3炉 300t×2炉 200t×2炉 600t×1炉 300t×2炉 600t×1炉 600t×1炉 600t×3炉 300t×3炉

年度 900t 300t 600t 600t 400t 600t 600t 600t 600t 1800t 900t

処理能力 t/日 600 300 600 600 400 600 600 600 600 1,800 600
計画稼働日数 日 232 290 282 300 270 286 278 269 271 267 298

平成 処理量 t 110,997.77 72,036.80 143,277.83 136,893.93 103,621.67 133,047.18 140,486.83 125,483.22 124,402.51 388,925.21 190,910.18

23年度 炉稼働時間 時間 11,494 14,179 19,143 14,462 12,787 7,001 13,429 6,727 6,804 16,956 17,691
稼働時処理量 t/日 464.4 244.2 538.6 454.8 389.6 455.6 501.7 448.2 438.0 1,648.0 545.5

処理率 ％ 79.7 82.8 84.7 76.1 95.9 77.5 84.2 77.7 76.5 80.9 100.5

処理能力 t/日 300 600 600 400 600 600 600 600 1,800 900
計画稼働日数 日 285 289 289 275 282 278 268 275 258 286

平成 処理量 t 67,646.36 137,875.46 136,732.64 104,373.12 127,397.54 145,917.00 130,448.04 129,421.57 425,491.44 241,661.29

24年度 炉稼働時間 時間 13,110 18,510 13,694 13,581 6,910 13,585 6,630 6,457 17,447 21,457
稼働時処理量 t/日 247.8 536.5 479.8 368.8 442.4 515.6 472.6 481.1 1,758.2 810.9

処理率 ％ 79.1 79.5 78.9 94.9 75.3 87.5 81.1 78.4 91.6 93.9

処理能力 t/日 300 600 600 400 600 600 600 600 1,800 900
計画稼働日数 日 289 302 289 282 275 278 268 275 255 277

平成 処理量 t 68,498.72 139,385.62 131,777.40 112,261.81 137,205.61 133,583.53 125,118.15 138,978.44 408,581.76 231,301.03

25年度 炉稼働時間 時間 13,536 19,874 13,368 14,047 6,780 13,025 6,702 6,675 17,907 20,478
稼働時処理量 t/日 242.9 505.0 472.3 383.1 484.8 492.9 448.5 499.9 1,640.9 814.4

処理率 ％ 79.0 76.9 76.0 99.5 83.2 80.1 77.8 84.2 89.0 92.8

処理能力 t/日 300 600 600 400 600 600 600 600 1,800 900
計画稼働日数 日 282 17 289 289 268 275 268 268 248 279

平成 処理量 t 66,593.67 0.00 142,223.26 109,663.82 132,401.15 134,675.32 120,357.88 147,497.00 401,892.18 239,637.56

26年度 炉稼働時間 時間 13,414 107 14,311 14,164 6,483 13,064 6,650 6,770 17,753 21,088
稼働時処理量 t/日 238.7 477.3 371.7 490.4 495.1 434.5 523.0 1,627.1 817.9

処理率 ％ 78.7 82.0 94.9 82.3 81.6 74.8 91.7 90.0 95.4

処理能力 t/日 300 600 400 600 600 600 600 1,800 900
計画稼働日数 日 242 286 276 283 276 269 256 258 289

平成 処理量 t 56,437.47 101,423.45 104,611.11 144,261.04 134,658.42 119,531.32 129,302.17 421,433.52 224,894.28

27年度 炉稼働時間 時間 12,095 10,889 13,467 6,882 13,394 6,294 6,026 18,841 16,468
稼働時処理量 t/日 224.0 446.8 372.3 502.7 482.6 456.2 515.1 1,608.5 896.0

処理率 ％ 77.7 59.1 94.8 85.0 81.3 74.1 84.2 90.7 100.0

注1：杉並清掃工場は、建替えのため平成24年2月で稼働を停止した。
注2：大田清掃工場（第一）については平成26年4月18日より休止したため平成26年度の年間の稼働時処理量と処理率は省略した。
注3：光が丘清掃工場は、建替えのため平成28年2月で稼働を停止した。

清掃工場年度別処理量状況(1/2)
（平成23年度～平成27年度）
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工場名 豊島 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

規模 200t×2炉 200t×1炉 300t×2炉 300t×2炉 150t×2炉 350t×2炉 300t×2炉 250t×2炉 150t×2炉 300t×2炉 250t×2炉

年度 400t 200t 600t 600t 300t 700t 600t 500t 300t 600t 500t

処理能力 t/日 400 200 600 600 300 700 600 500 300 11,500
計画稼働日数 日 275 289 302 291 292 283 286 297 290 5,648

平成 処理量 t 97,246.34 52,205.82 158,049.85 144,694.64 70,381.58 156,841.06 159,872.85 134,538.76 54,033.09 2,697,947.12

23年度 炉稼働時間 時間 13,385 6,987 15,049 14,109 13,923 14,111 14,040 14,434 9,383 256,094
稼働時処理量 t/日 348.6 179.4 503.3 492.2 242.7 533.5 545.6 447.0 277.1 9,697.9

処理率 ％ 88.4 90.3 87.2 82.9 80.3 79.2 93.2 90.6 62.1 83.5

処理能力 t/日 400 200 600 600 300 700 600 500 300 11,200
計画稼働日数 日 289 289 295 289 289 285 289 295 289 5,394

平成 処理量 t 100,111.68 51,727.44 165,307.68 158,835.07 73,158.07 166,231.47 160,702.38 127,659.52 78,142.17 2,728,839.94

24年度 炉稼働時間 時間 13,472 7,092 15,009 14,335 14,423 14,288 14,038 13,497 12,947 250,482
稼働時処理量 t/日 356.3 175.3 528.1 531.2 243.9 557.8 550.4 454.3 289.4 9,800.5

処理率 ％ 86.6 89.5 93.4 91.6 84.4 83.3 92.7 86.5 90.1 86.2

処理能力 t/日 400 200 600 600 300 700 600 500 300 11,200
計画稼働日数 日 291 289 295 289 289 282 289 275 289 5,378

平成 処理量 t 104,595.13 51,642.00 155,159.64 158,068.66 74,744.70 170,743.00 158,274.39 126,935.52 79,905.71 2,706,760.82

25年度 炉稼働時間 時間 13,963 7,045 13,850 14,455 14,320 14,332 14,151 13,365 13,216 251,090
稼働時処理量 t/日 359.4 175.7 536.9 525.1 250.8 571.0 536.5 456.6 290.6 9,687.5

処理率 ％ 89.9 89.3 87.7 91.2 86.2 86.5 91.3 92.3 92.2 86.6

処理能力 t/日 400 200 600 600 300 700 600 500 300 600 11,800
計画稼働日数 日 291 261 298 282 289 282 289 289 298 159 5,221

平成 処理量 t 97,169.35 48,348.70 153,482.00 153,882.80 75,381.91 171,832.32 152,044.44 134,212.97 62,938.50 79,080.82 2,623,315.65

26年度 炉稼働時間 時間 12,724 6,550 13,683 13,580 14,332 14,033 13,847 14,069 10,362 7,116 234,099
稼働時処理量 t/日 366.7 177.1 538.5 543.8 252.1 588.5 527.9 458.1 291.4 534.3 9,754.1

処理率 ％ 83.5 92.6 85.8 90.9 86.9 87.0 87.7 92.9 70.4 82.9 85.9

処理能力 t/日 400 200 600 600 300 700 600 500 300 600 500 11,700
計画稼働日数 日 290 262 290 283 290 290 290 290 265 296 114 5,395

平成 処理量 t 109,864.20 45,498.81 158,633.94 140,026.00 73,834.11 165,932.96 151,887.34 128,829.05 30,799.54 169,344.28 45,961.86 2,657,164.87

27年度 炉稼働時間 時間 14,600 6,424 14,161 13,853 14,146 13,735 13,951 14,188 5,564 14,506 5,400 234,884
稼働時処理量 t/日 361.4 169.8 537.7 484.5 250.3 580.2 521.9 435.2 265.5 560.7 406.7 10,078.3

処理率 ％ 94.7 86.8 91.2 82.5 84.9 81.7 87.3 88.8 38.7 95.4 80.6 83.0

注1：平成26年度の大田清掃工場（新）は、本稼働後（10月1日～3月31日）の数値である。
注2：平成27年度の練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。

清掃工場年度別処理量状況(2/2)
（平成23年度～平成27年度）
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工場名 杉並 光が丘 大田第一 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港

年度 規　模 300t×3炉 150t×2炉 200t×3炉 300t×2炉 200t×2炉 600t×1炉 300t×2炉 600t×1炉 600t×1炉 600t×3炉 300t×3炉

計画稼働日数 日 232 290 282 300 270 286 278 269 271 267 298

平成 炉稼働時間 時間 11,494 14,179 19,143 14,462 12,787 7,001 13,429 6,727 6,804 16,956 17,691

23年度 炉稼働率ａ ％ 65.3 80.6 72.7 82.2 72.7 79.8 76.5 76.5 77.6 64.5 95.6

炉稼働率ｂ ％ 103.0 101.7 94.3 100.3 98.5 102.1 100.7 104.1 104.8 88.4 117.4

計画稼働日数 日 285 289 289 275 282 278 268 275 258 286

平成 炉稼働時間 時間 13,110 18,510 13,694 13,581 6,910 13,585 6,630 6,457 17,447 21,457

24年度 炉稼働率ａ ％ 74.8 70.4 78.2 77.5 78.9 77.5 75.7 73.7 66.4 81.6

炉稼働率ｂ ％ 95.8 89.0 98.7 102.9 102.1 101.8 103.1 97.8 93.9 104.2

計画稼働日数 日 289 302 289 282 275 278 268 275 255 277

平成 炉稼働時間 時間 13,536 19,874 13,368 14,047 6,780 13,025 6,702 6,675 17,907 20,478

25年度 炉稼働率ａ ％ 77.3 75.6 76.3 80.2 77.4 74.3 76.5 76.2 68.1 77.9

炉稼働率ｂ ％ 97.6 91.4 96.4 103.8 102.7 97.6 104.2 101.1 97.5 102.7

計画稼働日数 日 282 17 289 289 268 275 268 268 248 279

平成 炉稼働時間 時間 13,414 107 14,311 14,164 6,483 13,064 6,650 6,770 17,753 21,088

26年度 炉稼働率ａ ％ 76.6 81.7 80.8 74.0 74.6 75.9 77.3 67.6 80.2

炉稼働率ｂ ％ 99.1 103.2 102.1 100.8 99.0 103.4 105.3 99.4 105.0

計画稼働日数 日 242 286 276 283 276 269 256 258 289

平成 炉稼働時間 時間 12,095 10,889 13,467 6,882 13,394 6,294 6,026 18,841 16,468

27年度 炉稼働率ａ ％ 68.8 62.0 76.7 78.3 76.2 71.7 68.6 71.5 62.5

炉稼働率ｂ ％ 104.1 79.3 101.7 101.3 101.1 97.5 98.1 101.4 79.1

注1：炉稼働率ａ　＝　（炉稼働時間／（暦日数×24h×炉数））×100

注2：炉稼働率ｂ　＝　（炉稼働時間／（計画稼働日数×24h×炉数））×100

注3：杉並清掃工場は、建替えのため平成24年2月で稼働を停止した。
注4：大田清掃工場（第一）は、平成26年4月18日より休止した。
注5：光が丘清掃工場は、建替えのため平成28年2月で稼働を停止した。

清掃工場年度別炉稼働状況(1/2)
（平成23年度～平成27年度）
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工場名 豊島 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬

年度 規　模 200t×2炉 200t×1炉 300t×2炉 300t×2炉 150t×2炉 350t×2炉 300t×2炉 250t×2炉 150t×2炉 300t×2炉 250t×2炉

計画稼働日数 日

平成 炉稼働時間 時間

23年度 炉稼働率ａ ％

炉稼働率ｂ ％

計画稼働日数 日

平成 炉稼働時間 時間

24年度 炉稼働率ａ ％

炉稼働率ｂ ％

計画稼働日数 日

平成 炉稼働時間 時間

25年度 炉稼働率ａ ％

炉稼働率ｂ ％

計画稼働日数 日

平成 炉稼働時間 時間

26年度 炉稼働率ａ ％

炉稼働率ｂ ％

計画稼働日数 日

平成 炉稼働時間 時間

27年度 炉稼働率ａ ％

炉稼働率ｂ ％

注1：平成26年度の大田清掃工場（新）は、本稼働後（10月1日～3月31日）の数値である。

注2：平成27年度の練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。

清掃工場年度別炉稼働状況(2/2)
（平成23年度～平成27年度）
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平成27年度　労働災害発生状況

清　掃　工　場　等

非休業

休　業

非休業

休　業

非休業

休　業

非休業

休　業

清　掃　工　場　等 小計 合計

非休業

休　業

非休業

休　業

非休業

休　業

非休業

休　業

注1：表中のカッコ書きは災害の型分類を示す。なお、型分類記号は、A : 墜落、転落　B : 転倒　C : 激突　D : 飛来、落下　E : 激突され　

　　   F : はさまれ、巻きこまれ　G : 切れ、こすれ　H : 高温・低温の物との接触　I : 有害物等との接触　J : 動作の反動、無理な動作　K : その他で記す。

注2：通勤災害（交通事故含む。）、スポーツ災害は含まれない。　

注3：大田清掃工場（第一）・京浜島不燃ごみセンターは中防処理施設管理事務所に含む。

運転管理委託等
業務受託者

定期点検補修
工事等請負業者

その他の請負工事
業者・受託者

世田谷 大田 練馬 中防多摩川 品川 葛飾

被
災
者
（

人
）

清掃工場等職員
(再雇用者含む。)

渋谷 板橋 足立

北 新江東 港 豊島 中央

被
災
者
（

人
）

清掃工場等職員
(再雇用者含む。)

運転管理委託等
業務受託者

定期点検補修
工事等請負業者

その他の請負工事
業者・受託者

墨田光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川



－
3
1
－

清掃工場等職員（再雇用者含む。） 運転管理委託等業務受託者 定期点検補修工事等請負業者 その他の請負工事業者・受託者

　死亡災害

　重傷災害

　その他の労働災害

計

　死亡災害

　重傷災害

　その他の労働災害

計

　死亡災害

　重傷災害

　その他の労働災害

計

　死亡災害

　重傷災害

　その他の労働災害

計

　死亡災害

　重傷災害

　その他の労働災害

計

注１：用語の定義を次のとおりとした。
　　   死亡災害　　　　　　　：　死亡者が発生した災害をいう。
　　   重傷災害　　　　　　　：　休業日数が1日以上要した災害をいう。
　　   その他の労働災害  ：　休業日数なし（0日）の災害をいう。
注2：集計は、清掃工場（京浜島不燃ごみ処理センター含む。）及び中防処理施設管理事務所で発生した災害である。
注3：通勤災害（交通事故含む。）、スポーツ災害は含まれない。

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

労　働　災　害　発　生　状　況　（　平 成 2 3 年 度　～　平 成 2 7 年 度　）

年　　　度
被災者区分及び人数

計



－
3
2
－

工場名 自衛 消防署 計 自衛 消防署 計 自衛 消防署 計 自衛 消防署 自衛 消防署 自衛 消防署

消防 出動 消防 出動 消防 出動 消防 出動 消防 出動 消防 出動

杉　並

光が丘

目　黒

有　明

千　歳

江戸川

墨　田

北

新江東

港

豊　島

渋　谷

中　央

板　橋

多摩川

足　立

品　川

葛　飾

世田谷

大田(新)

練馬

合計

注1：自衛消防とは、清掃工場の自衛消防活動のみで消火したもの。
注2：消防署出動とは、自衛消防のほか消防署に通報し消防隊の出動を得て消火したもの。
注3：杉並清掃工場は、建替えのため平成24年2月で稼働を停止した。
注4：大田清掃工場（第一）は、平成26年4月18日より休止した。

注5：光が丘清掃工場は、建替えのため平成28年2月から稼働を停止した。

清掃工場ごみバンカ内出火状況
（　平成23年度　～　平成27年度　）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成23～27年度合計

計 計 計

大田第一



－
3
3
－

清掃工場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島
発電出力

受電電力量

最大電力

平均電力

発電電力量

所内消費電力量

売電量
最大電力

平均電力

発電時間

発電機稼働率 ％

発電時間／24h 日

自家発電率 ％

稼働時利用率 ％

所内消費率 ％

単位発電電力量 kWh/ごみt

単位蒸気発電電力量kWh/蒸気t

発電電力量

所内消費電力量

売電量
売
電

総使用電力量

最大電力

平均電力

負荷率 ％

単位使用電力量 kWh/ごみt

注1：発電機稼働率　　　 　 ＝（発電時間／暦時間）×100
注2：自家発電率　　　　 　  ＝（所内消費電力量／総使用電力量）×100
注3：稼働時利用率　　　 　 ＝（平均電力／発電出力）×100
注4：所内消費率　　　 　　　＝（所内消費電力量／発電電力量）×100
注5：単位発電電力量　 　　＝ 発電電力量／ごみ処理量
注6：単位蒸気発電電力量 ＝ 発電電力量／タービン蒸気使用量
注7：単位使用電力量　　   ＝ 総使用電力量／ごみ処理量
注8：その他発電とは、太陽光発電、風力発電及び保安動力発電機によるものである。

売電量

所
内
使
用

    平成27年度　電気年報(1/2)

受
電

発
電

ご
み
発
電

そ
の
他

発
電

工場名 自衛 消防署 計 自衛 消防署 計 自衛 消防署 計 自衛 消防署 自衛 消防署 自衛 消防署

消防 出動 消防 出動 消防 出動 消防 出動 消防 出動 消防 出動

杉　並

光が丘

目　黒

有　明

千　歳

江戸川

墨　田

北

新江東

港

豊　島

渋　谷

中　央

板　橋

多摩川

足　立

品　川

葛　飾

世田谷

大田(新)

練馬

合計

注1：自衛消防とは、清掃工場の自衛消防活動のみで消火したもの。
注2：消防署出動とは、自衛消防のほか消防署に通報し消防隊の出動を得て消火したもの。
注3：杉並清掃工場は、建替えのため平成24年2月で稼働を停止した。
注4：大田清掃工場（第一）は、平成26年4月18日より休止した。

注5：光が丘清掃工場は、建替えのため平成28年2月から稼働を停止した。

清掃工場ごみバンカ内出火状況
（　平成23年度　～　平成27年度　）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成23～27年度合計

計 計 計

大田第一



－
3
4
－

清掃工場 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

発電出力

受電電力量

最大電力

平均電力

発電電力量

所内消費電力量

売電量

最大電力

平均電力

発電時間

発電機稼働率 ％

発電時間／24h 日

自家発電率 ％

稼働時利用率 ％

所内消費率 ％

単位発電電力量 kWh/ごみt

単位蒸気発電電力量kWh/蒸気t

発電電力量

所内消費電力量

売電量
売
電

総使用電力量

最大電力

平均電力

負荷率 ％

単位使用電力量 kWh/ごみt

注1：発電機稼働率　　　 　 ＝（発電時間／暦時間）×100
注2：自家発電率　　　　 　  ＝（所内消費電力量／総使用電力量）×100
注3：稼働時利用率　　　 　 ＝（平均電力／発電出力）×100
注4：所内消費率　　　 　　　＝（所内消費電力量／発電電力量）×100
注5：単位発電電力量　 　　＝ 発電電力量／ごみ処理量
注6：単位蒸気発電電力量 ＝ 発電電力量／タービン蒸気使用量
注7：単位使用電力量　　   ＝ 総使用電力量／ごみ処理量
注8：その他発電とは、太陽光発電、風力発電及び保安動力発電機によるものである。(葛飾、大田(新)、練馬は、その他発電の売電を行っている)
注9：練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。

売電量

所
内
使
用

    平成27年度　電気年報(2/2)

受
電

発
電

ご
み
発
電

そ
の
他

発
電



－
3
5
－

清　掃　工　場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島 渋谷

発　電　出　力

発　電　電　力　量

売　電　電　力　量

円

売　却　熱　量

売　却　熱　料　金 円

売電＋売熱　総合計金額 円

清　掃　工　場 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬
新ｴﾈﾙｷﾞｰ等
電気相当量 合計

発　電　出　力

発　電　電　力　量

売　電　電　力　量

円

売　却　熱　量

売　却　熱　料　金 円

売電＋売熱　総合計金額 円

1：売電先は、目黒、千歳、江戸川、墨田、北、新江東、港、渋谷、中央、足立、品川清掃工場は東京エコサービス㈱。その他の工場は東京電力㈱。
2：新エネルギー等電気相当量とは「電気事業者による新エネルギー等の利用に関する特別措置法」に基づき、売電電力中のバイオマス分として算出される環境価値の量である。
3：光が丘、有明清掃工場は、新エネルギー（環境価値分）を一括売却しているため売電収入に含む。
4：新エネルギー等電気相当量（信用取引量｢クレジット」）の単位は、RPS法ではkWｈで表記されるが、電力量と異なるため、Ｐ（ポイント）と便宜的に表示している。（RPS法を参照）

（参考）所内消費削減額

清　掃　工　場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島

円

清　掃　工　場 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

円

注1：所内消費削減額とは、発電を行うことによって節減できた買電電力料金を試算したものである。
注2：練馬清掃工場は、平成27年9月より売電を開始した。

熱
供
給

所内消費節減額

所内消費節減額

平成27年度　余熱利用実績（平成27年3月～平成28年2月）

発
電

売 電 収 入

新ｴﾈﾙｷﾞｰ等電気相当量
発生量

熱
供
給

発
電

売 電 収 入

新ｴﾈﾙｷﾞｰ等電気相当量
発生量

清掃工場 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

発電出力

受電電力量

最大電力

平均電力

発電電力量

所内消費電力量

売電量

最大電力

平均電力

発電時間

発電機稼働率 ％

発電時間／24h 日

自家発電率 ％

稼働時利用率 ％

所内消費率 ％

単位発電電力量 kWh/ごみt

単位蒸気発電電力量kWh/蒸気t

発電電力量

所内消費電力量

売電量
売
電

総使用電力量

最大電力

平均電力

負荷率 ％

単位使用電力量 kWh/ごみt

注1：発電機稼働率　　　 　 ＝（発電時間／暦時間）×100
注2：自家発電率　　　　 　  ＝（所内消費電力量／総使用電力量）×100
注3：稼働時利用率　　　 　 ＝（平均電力／発電出力）×100
注4：所内消費率　　　 　　　＝（所内消費電力量／発電電力量）×100
注5：単位発電電力量　 　　＝ 発電電力量／ごみ処理量
注6：単位蒸気発電電力量 ＝ 発電電力量／タービン蒸気使用量
注7：単位使用電力量　　   ＝ 総使用電力量／ごみ処理量
注8：その他発電とは、太陽光発電、風力発電及び保安動力発電機によるものである。(葛飾、大田(新)、練馬は、その他発電の売電を行っている)
注9：練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。

売電量

所
内
使
用

    平成27年度　電気年報(2/2)

受
電

発
電

ご
み
発
電

そ
の
他

発
電



－
3
6
－

清 掃 工 場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島

定格蒸発量 t/h･炉

蒸気発生量

ボ ボイラ稼働時間

稼働率 ％

イ 単位蒸発量 ごみ

平均蒸発量

ラ 蒸気 タービン

使用量 その他

％

注1：稼　 働 　率　＝　(ボイラ稼働時間／（暦時間×炉数）)×100

注2：単位蒸発量　＝　蒸気発生量／ごみ処理量

注3：平均蒸発量　＝　蒸気発生量／ボイラ稼働時間

注4：タービン蒸気使用率 ＝（タービン蒸気使用量／蒸気発生量）×100

　　　　平成27年度　ボイラ関係年報(1/2)

タービン蒸気使用率



－
3
7
－

清 掃 工 場 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

定格蒸発量 t/h･炉

蒸気発生量

ボ ボイラ稼働時間

稼働率

イ 単位蒸発量 ごみ

平均蒸発量

ラ 蒸気 タービン

使用量 その他

注1：稼　 働 　率　＝　(ボイラ稼働時間／（暦時間×炉数）)×100

注2：単位蒸発量　＝　蒸気発生量／ごみ処理量

注3：平均蒸発量　＝　蒸気発生量／ボイラ稼働時間

注4：タービン蒸気使用率 ＝（タービン蒸気使用量／蒸気発生量）×100

注5：練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。

　　　　平成27年度　ボイラ関係年報(2/2)

タービン蒸気使用率



－
3
8
－

清　掃　工　場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島

生活用水 ｍ３

上 純水製造 ｍ３

水 その他 ｍ３

総水道量 ｍ３

工 業 用 水 ｍ３

処　理  水 ｍ３

合　　計 ｍ３

生活用水 ％

上 純水製造 ％

水 その他 ％

総水道量 ％

工 業 用 水 ％

処　理  水 ％

合　　計 ％

単位水道使用量 ｍ３／ごみｔ

再 利 用 水 量 ｍ３

雨 水 利 用 量 ｍ３

下水 放　流　量 ｍ３

単位放流量 ｍ３／ごみｔ

放流 放　流　率 ％

注：光が丘清掃工場の生活用水は、その他を含む。

平成27年度　水関係年報(1/2)

水
　
道
　
使
　
用
　
量

使
　
用
　
割
　
合



－
3
9
－

清　掃　工　場 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

生活用水 ｍ３

上 純水製造 ｍ３

水 その他 ｍ３

総水道量 ｍ３

工 業 用 水 ｍ３

処　理  水 ｍ３

合　　計 ｍ３

生活用水 ％

上 純水製造 ％

水 その他 ％

総水道量 ％

工 業 用 水 ％

処　理  水 ％

合　　計 ％

単位水道使用量 ｍ３／ごみｔ

再 利 用 水 量 ｍ３

雨 水 利 用 量 ｍ３

下水 放　流　量 ｍ３

単位放流量 ｍ３／ごみｔ

放流 放　流　率 ％

注：練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。

平成27年度　水関係年報(2/2)

水
　
道
　
使
　
用
　
量

使
　
用
　
割
　
合



－
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－

清　掃　工　場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島

立上げ、立下げ ｍ

助燃用 ｍ

合計 ｍ

単位使用量 ｍ ごみ

回

清　掃　工　場 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

立上げ、立下げ ｍ

助燃用 ｍ

合計 ｍ

単位使用量 ｍ ごみ

回

注1：焼却炉のみを示す。

注2：練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。

立上げ、立下げ回数

　　平成27年度　補助燃料年報

補
助
燃
料
使
用
量

都
市
ガ
ス

立上げ、立下げ回数

補
助
燃
料
使
用
量

都
市
ガ
ス



－
4
1
－

清　掃　工　場 光が丘 目黒 有明 千歳 江戸川 墨田 北 新江東 港 豊島
　塩化第二鉄
　塩化第一鉄
　高分子凝集剤 脱水助剤に含む

汚 　塩化カルシウム
　硫酸バンド

水 　ﾎﾟﾘ塩化ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　苛性ソーダ 排ガス処理用 排ガス処理用

処 　塩　  　酸
分散剤 　スケール分散剤

理 脱水助剤 　高分子凝集剤
殺菌剤 　次亜塩素酸ソーダ

用 金属捕集剤 　液体キレート 排ガス処理用

　硫酸第一鉄
　塩化第一鉄

そ　　の　　他
　苛性ソーダ 排ガス処理用

　塩　  　酸 汚水処理用

　清　缶　剤
　脱酸素剤

　　　　 復 水 処 理 剤
         消  　石  　灰
         アンモニア水
         液化アンモニア
         苛 性 ソ ー ダ
         液体キレート
         活　　性　　炭
         特 殊 反 応 剤

　高温水防食剤
　高温水清缶剤

防  錆 　冷却水処理剤
殺菌、殺藻 　冷却水殺菌、殺藻剤

空調用 防  錆 　冷却水処理剤
　重金属固定剤
　セ メ ン ト

消臭剤: 7.600
固形塩素剤:

消臭剤 2,000
ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ洗浄
剤 200

消泡剤50
次亜塩素酸
ソーダ600

粉末消臭剤：400kg

注1：薬品使用量は、薬品購入量を示す。但し、灰溶融炉併設工場は、灰溶融施設での使用分を除く。
注2：「汚水処理用」とは、汚水処理用の薬品使用量に含まれることを示す。
注3：「排ガス処理用」とは、排ガス処理用の薬品使用量に含まれることを示す。

そ　　の　　他

排
ガ
ス
処
理
用

熱供給用

冷却水用

飛灰処理用

平成27年度　薬品使用実績(1/2)

凝集剤

中和剤

還元剤

ボ
イ
ラ
用

純水製造用
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清　掃　工　場 渋谷 中央 板橋 多摩川 足立 品川 葛飾 世田谷 大田(新) 練馬 合計

　塩化第二鉄
　塩化第一鉄
　高分子凝集剤

汚 　塩化カルシウム
　硫酸バンド

水 　ﾎﾟﾘ塩化ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　苛性ソーダ 排ガス処理用 排ガス処理用

処 　塩　  　酸
分散剤 　スケール分散剤

理 脱水助剤 　高分子凝集剤
殺菌剤 　次亜塩素酸ソーダ

用 金属捕集剤 　液体キレート
　硫酸第一鉄
　塩化第一鉄

そ　　の　　他
　苛性ソーダ 汚水処理用 排ガス処理用 排ガス処理用

　塩　  　酸 汚水処理用 汚水処理用 汚水処理用
　清　缶　剤
　脱酸素剤

　　　　 復 水 処 理 剤
         消  　石  　灰
         アンモニア水
         液化アンモニア
         苛 性 ソ ー ダ
         液体キレート
         活　　性　　炭
         特 殊 反 応 剤

　高温水防食剤
　高温水清缶剤

防  錆 　冷却水処理剤
殺菌、殺藻 　冷却水殺菌、殺藻剤

空調用 防  錆 　冷却水処理剤
　重金属固定剤
　セ メ ン ト

消臭剤 2000 消臭剤800kg
消臭剤4,000
殺虫剤144 殺虫剤90 消臭剤 500kg 殺虫剤90

塩基度調整剤

消臭剤　600

注1：薬品使用量は、薬品購入量を示す。ただし、灰溶融炉併設工場は、灰溶融施設での使用分を除く。
注2：「汚水処理用」とは、汚水処理用の薬品使用量に含まれることを示す。
注3：「排ガス処理用」とは、排ガス処理用の薬品使用量に含まれることを示す。
注4：練馬清掃工場は、本稼働後（12月1日～3月31日）の数値である。

そ　　の　　他

平成27年度　薬品使用実績(2/2)

凝集剤

中和剤

還元剤

ボ
イ
ラ
用

純水製造用

排
ガ
ス
処
理
用

熱供給用

冷却水用

飛灰処理用
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４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０月 １１月 １２月 １　月 ２　月 ３　月

工場名 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

光が丘 定期点検補修 中間点検 建替えのため稼働停止

定期点検補修 故障 中間点検 建替えのため稼働停止

目　黒 中間点検 故障及び定期点検補修 故障

中間点検 定期点検補修 調整故障 故障

有　明 定期点検補修 中間点検 故障

定期点検補修 中間点検 故障 故障

千　歳 定期点検補修 故障 故障 中間点検 調整 故障

江戸川 定期点検補修 故障 中間点検 調整

定期点検補修 中間点検 調整 調整

墨　田 故障 中間点検 定期点検補修

北 故障 中間点検 故障 定期点検補修

１

２

１

２

平成27年度　焼却炉の休炉実績表

１

２

１

２
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４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０月 １１月 １２月 １　月 ２　月 ３　月

工場名 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

平成27年度　焼却炉の休炉実績表

新江東 中間点検 調整及び定期点検補修

故障 中間点検 定期点検補修

中間点検 故障 定期点検補修

港 定期点検補修 定期点検補修 予備 予備

定期点検補修 予備 予備

定期点検補修 予備

豊　島 定期点検補修 中間点検 調整

定期点検補修 中間点検

渋　谷 中間点検 定期点検補修 故障 調整

中　央 中間点検 定期点検補修 故障故障故障 故障

中間点検 定期点検補修 故障 調整

板　橋 故障 定期点検補修 中間点検

故障 故障 定期点検補修 中間点検
２

１

１

１

２

１

３

１

１

２

２

２

３
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４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０月 １１月 １２月 １　月 ２　月 ３　月

工場名 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

平成27年度　焼却炉の休炉実績表

多摩川 故障 定期点検補修 中間点検 故障 故障

故障 定期点検補修 中間点検

足　立 中間点検 定期点検補修

中間点検 故障 故障 故障 故障 定期点検補修 故障

品　川 定期点検補修 故障 中間点検

定期点検補修 中間点検

葛　飾 定期点検補修 中間点検 故障

定期点検補修 中間点検

世田谷 調整 調整 調整 調整 故障 故障 定期点検補修

定期点検補修及び調整 調整 調整 故障及び定期点検補修 故障

大田(新) 中間点検 故障 定期点検補修

中間点検 調整 故障 定期点検補修

練　馬 試運転 調整

試運転 調整 調整

１

２

２

１

２

２

１

２

１

１

２

１

１

２

４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０月 １１月 １２月 １　月 ２　月 ３　月

工場名 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

平成27年度　焼却炉の休炉実績表

新江東 中間点検 調整及び定期点検補修

故障 中間点検 定期点検補修

中間点検 故障 定期点検補修

港 定期点検補修 定期点検補修 予備 予備

定期点検補修 予備 予備

定期点検補修 予備

豊　島 定期点検補修 中間点検 調整

定期点検補修 中間点検

渋　谷 中間点検 定期点検補修 故障 調整

中　央 中間点検 定期点検補修 故障故障故障 故障

中間点検 定期点検補修 故障 調整

板　橋 故障 定期点検補修 中間点検

故障 故障 定期点検補修 中間点検
２

１

１

１

２

１

３

１

１

２

２

２

３
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単位：ｔ
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計

灰処理量
他工場搬入量

   スラグ
   メタル
    残灰

灰処理量
    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

（ 参考 ） 世田谷清掃工場ガス化溶融炉のスラグ搬出量

注1：灰処理量とは、主灰及び飛灰を溶融炉へ投入した量である。
注2：他工場搬入量のうち主灰は、水分と鉄分を含んでの重量であり、灰乾燥機で乾燥させ、また混入している鉄分を除去するので、溶融炉へ投入する時点では重量は減っている。
注3：残灰は溶融（焼却）飛灰固化物、溶融前処理で発生した鉄分と不適物、溶融炉停止時に排出される主灰及び飛灰の合計で、埋立又は他の施設へ搬出する。
注4：中防灰溶融施設の溶融炉は平成26年4月より休止し、他工場の混練処理のみを行っている。
注5：足立清掃工場灰溶融設備は平成26年9月、世田谷清掃工場灰溶融設備は平成27年1月、中防灰溶融施設は平成26年4月、品川清掃工場灰溶融設備は平成27年3月より休止した。

足
　
立

搬
出

平成27年度　灰溶融施設　処理量実績

板
　
橋

搬
出

多
摩
川

搬
出

灰溶融炉のスラグ搬出量との合計

品
　
川

搬
出

葛
　
飾

搬
出

世
田
谷

搬
出

中
　
防

搬
出

合
計 搬

出

スラグ搬出
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板橋 多摩川 葛飾 計

減　温　塔

ガス冷却器

空気予熱器

集じん器

休炉件数

休炉に至らない件数
（ホールド）

注：ホールドとは、通電（電気式溶融炉）又はバーナー（燃料式溶融炉）は運転しているが、灰供給装置が停止している状態をいう。

小
　
計

合　　　　　　　計

平成27年度　灰溶融施設　故障件数一覧表

施　　設　　名

休
　
　
　
　
　
　
炉

灰 処 理 設 備

溶融炉本体設備

スラグ処理設備

排
ガ
ス
処
理
設
備

そ の 他 設 備

単位：ｔ
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計

灰処理量
他工場搬入量

   スラグ
   メタル
    残灰

灰処理量
    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

灰処理量
他工場搬入量

    スラグ
    メタル
    残灰

（ 参考 ） 世田谷清掃工場ガス化溶融炉のスラグ搬出量

注1：灰処理量とは、主灰及び飛灰を溶融炉へ投入した量である。
注2：他工場搬入量のうち主灰は、水分と鉄分を含んでの重量であり、灰乾燥機で乾燥させ、また混入している鉄分を除去するので、溶融炉へ投入する時点では重量は減っている。
注3：残灰は溶融（焼却）飛灰固化物、溶融前処理で発生した鉄分と不適物、溶融炉停止時に排出される主灰及び飛灰の合計で、埋立又は他の施設へ搬出する。
注4：中防灰溶融施設の溶融炉は平成26年4月より休止し、他工場の混練処理のみを行っている。
注5：足立清掃工場灰溶融設備は平成26年9月、世田谷清掃工場灰溶融設備は平成27年1月、中防灰溶融施設は平成26年4月、品川清掃工場灰溶融設備は平成27年3月より休止した。

足
　
立

搬
出

平成27年度　灰溶融施設　処理量実績

板
　
橋

搬
出

多
摩
川

搬
出

灰溶融炉のスラグ搬出量との合計

品
　
川

搬
出

葛
　
飾

搬
出

世
田
谷

搬
出

中
　
防

搬
出

合
計 搬

出

スラグ搬出
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多摩川 合計
燃料式回転型表面溶融 －

30t/d × 1炉 －

1号炉 2号炉 1号炉 1号炉 2号炉 －

上　　　水

工業用水、処理水

計

消　　石　　灰

活　　性　　炭

特殊反応剤

液体キレート

重金属固定剤

塩化第一鉄

セ メ ン ト

食塩（軟水装置用）

防　　食　　剤

殺藻剤、ｽｹｰﾙ防止剤

本

本

個

注1：稼働時間は、ホールドも含む。
注2：使用電力量は補機類を含む。
注3：都市ガス使用量には燃料式溶融炉の運転、溶融炉レンガ打ち替え後の乾燥だき、受入灰乾燥用が含まれている。
注4：電極の重量については、おおむね主電極：190kg/本(板橋清掃工場）、230kg/本（葛飾清掃工場）、補助電極：8.0kg/本（板橋清掃工場）である。

電
力
・
補
助
燃
料

・
用
水
使
用
量

平成27年度　灰溶融施設　稼働状況

施 設 名 称 板橋 葛飾

稼
働
状
況

炉　　形　　式 電気式交流ｱｰｸ 電気式黒鉛電極ﾌﾟﾗｽﾞﾏ

処  理  能  力 90t/d × 2炉 55ｔ/d × 2炉

処 理 量

稼働時間

使用電力量

都市ガス使用量

用
　
水

排
ガ
ス
処
理
用

コリメータ使用量

冷
却
水
用

飛
灰
処
理
用

そ
の
他

主電極使用量

補助電極使用量

液化窒素使用量

薬

品

使

用

量

塩基度調整剤
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４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０月 １１月 １２月 １　月 ２　月 ３　月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 中 下 上 中 下 上 中 下

調整 調整

調整

調整 調整 調整 定期点検補修 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整調整調整

調整 定期点検補修 調整 調整 中間点検 調整

調整 調整 定期点検補修 調整 中間点検 調整

平成27年度　灰溶融施設　稼働実績表

施設名称
上

板 橋 灰 溶 融

多 摩 川 溶 融

葛 飾 灰 溶 融

多摩川 合計
燃料式回転型表面溶融 －

30t/d × 1炉 －

1号炉 2号炉 1号炉 1号炉 2号炉 －

上　　　水

工業用水、処理水

計

消　　石　　灰

活　　性　　炭

特殊反応剤

液体キレート

重金属固定剤

塩化第一鉄

セ メ ン ト

食塩（軟水装置用）

防　　食　　剤

殺藻剤、ｽｹｰﾙ防止剤

本

本

個

注1：稼働時間は、ホールドも含む。
注2：使用電力量は補機類を含む。
注3：都市ガス使用量には燃料式溶融炉の運転、溶融炉レンガ打ち替え後の乾燥だき、受入灰乾燥用が含まれている。
注4：電極の重量については、おおむね主電極：190kg/本(板橋清掃工場）、230kg/本（葛飾清掃工場）、補助電極：8.0kg/本（板橋清掃工場）である。

電
力
・
補
助
燃
料

・
用
水
使
用
量

平成27年度　灰溶融施設　稼働状況

施 設 名 称 板橋 葛飾

稼
働
状
況

炉　　形　　式 電気式交流ｱｰｸ 電気式黒鉛電極ﾌﾟﾗｽﾞﾏ

処  理  能  力 90t/d × 2炉 55ｔ/d × 2炉

処 理 量

稼働時間

使用電力量

都市ガス使用量

用
　
水

排
ガ
ス
処
理
用

コリメータ使用量

冷
却
水
用

飛
灰
処
理
用

そ
の
他

主電極使用量

補助電極使用量

液化窒素使用量

薬

品

使

用

量

塩基度調整剤
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単位： t

施設名称 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

搬
入
量

　し　　　　　尿
　浄化槽汚泥
　ディスポーザ汚泥
　ビルピット汚泥
　(直接)搬入合計

　

平成27年度　粗大ごみ破砕処理施設処理量実績
　

搬入合計
搬出合計

搬
出
内
訳

　鉄など（資源回収）
　破砕ごみ処理施設(焼却)
　清掃工場（焼却）
　中　　　防（埋立）
　中防不燃（破砕処理）

平成27年度　破砕ごみ処理施設処理量実績
　

処　　理　　量
残　　灰　　量

平成27年度　品川清掃作業所　処理量実績

平成27年度　不燃ごみ処理センター処理量実績
　

搬入合計

搬出合計

搬
出
内
訳

鉄
（資源回収）

アルミニウム
（資源回収）

清掃工場
（焼却）

中防粗大
（破砕処理）

中　　　防
（埋立）

単位：ｔ

単位：ｔ単位：ｔ

単位：ｔ単位：ｔ
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C系 D系

　　　　　　　処　 理 　能 　力 8 t/h 8 t/h 8 t/h 8 t/h 48 t/h 48 t/h 27 t/h 27 t/h 180 t/d 100 t/d

t 27,740 15,189

h 1,077 1,066 1,219 1,214 1,308 1,151 1,820 1,824 4,705 1,162

d 249 251 311 311 196 182

d 293 311

t

t

m
3

kl 258

kl

 　上　　　水 m
3 52,568 1,660

工業用水または処理水 m
3 772

計 m
3 52,568 2,432

m
3 26,360 14,789

塩 化 第 二 鉄 kg （ポリ硫酸第二鉄）18,300

高分子凝集剤 kg 3,110

脱  水  助  剤 kg （古紙）　4,120

塩化カルシウム kg 24,150

硫  酸  バ  ン  ド kg 4,000

苛  性  ソ  ー  ダ kg 排ガス処理用

硫                酸 kg

塩                酸 kg 30,000

スケール分散剤 kg

次亜塩素酸ソーダ kg 600

液 体 キ レ ー ト kg 1,280

清      缶      剤 kg

並　　　　　　　 塩 kg

樹 脂 再 生 塩 kg

苛  性  ソ  ー  ダ kg

塩                酸 kg

清      缶      剤 kg 200

脱   酸   素   剤 kg

消　　　石　　　灰 kg 30,000

ア ン モ ニ ア 水 kg 47,020

苛  性  ソ  ー  ダ kg 190,000

液 体 キ レ ー ト kg 汚水処理用

活      性      炭 kg 12,000

飛灰処理用 重 金 属 固 定 剤 kg 25,000

次亜塩素酸ソーダ kg 9,960

苛  性  ソ  ー  ダ kg 9,910

硫                酸 kg 510

注1：薬品使用量は、薬品購入量を示す。

注2：「汚水処理用」とは、汚水処理用の使用量に含まれることを示す。

注3：「排ガス処理用」とは、排ガス処理用の使用量に含まれることを示す。
注4：ｴﾈﾙｷﾞｰ起源及び非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ2排出量は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」（平成10年法律第117号）第26条の規定に基づき算定した、一般廃棄物の焼却等により排出　した数値である。

注5：中防灰溶融施設の薬品使用量は、薬品購入量を示す。

脱臭処理用

1,100

401,840

排ガス処理用

480

100 1,320

100 800
防爆ボイラ
水処理用

ボイラ用

40

薬
　
　
　
品
　
　
　
使
　
　
　
用
　
　
　
量

汚水処理用

10

13,030

10,610

15

480

11,493

25,889 34,208 33,946

排　水　量

2,687,068 616,548

　　　　　　　都市ガス使用量 中圧301,178/低圧6,765
電
力
・
補
助
燃
料

・
用
水
使
用
量

　　　　　　　受電電力量 kWh 3,678,050 7,386,470 2,048,491

　　　　　　　重 油 使 用 量

　　　　　　　灯 油 使 用 量 1.6 692

用水

14,396 34,208 33,946

品川工場に含む
　　　　　　　非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ2排出量

　　　　　　　稼 働 時 間

　　　　　　　稼 働 日 数 261

　　　　　　　計画稼働日数 268 305

15,549

13,606

57,418 72,923

311

　　　　　　　ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ2排出量

17,043,755

低圧20,098

9

平成27年度　稼働状況一覧（京浜島不燃ごみ処理センター、中防不燃ごみ処理センター、粗大ごみ破砕処理施設、破砕ごみ処理施設及び品川清掃作業所）  

施設名称

京浜島不燃ごみ処理センター 中防不燃ごみ処理センター 粗大ごみ破砕処理施設
破砕ごみ処理施設

（流動床炉）
品川清掃作業所

（下水道投入施設）A系 B系 C系 D系
第二プラント

A系 B系

中防灰溶融施設

稼
働
状
況

　　　　　　　処　 理　 量 17,136

大田清掃工場第一工場

3,456,190

1,541

1921

3,462

29,880

500

500

30,200

4,980

5,000

2,000

10,000

2,000

1,000

18,313

18,313

17,343

5,970

120

9,120

単位： t

施設名称 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

京浜島
中　防
合計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

搬
入
量

　し　　　　　尿
　浄化槽汚泥
　ディスポーザ汚泥
　ビルピット汚泥
　(直接)搬入合計

　

平成27年度　粗大ごみ破砕処理施設処理量実績
　

搬入合計
搬出合計

搬
出
内
訳

　鉄など（資源回収）
　破砕ごみ処理施設(焼却)
　清掃工場（焼却）
　中　　　防（埋立）
　中防不燃（破砕処理）

平成27年度　破砕ごみ処理施設処理量実績
　

処　　理　　量
残　　灰　　量

平成27年度　品川清掃作業所　処理量実績

平成27年度　不燃ごみ処理センター処理量実績
　

搬入合計

搬出合計

搬
出
内
訳

鉄
（資源回収）

アルミニウム
（資源回収）

清掃工場
（焼却）

中防粗大
（破砕処理）

中　　　防
（埋立）

単位：ｔ

単位：ｔ単位：ｔ

単位：ｔ単位：ｔ
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４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０月 １１月 １２月 １　月 ２　月 ３　月

施設名称 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

中間点検 4か月点検 年末年始 定期点検補修

28 5 24 1 31 3 1 28

中間点検 4か月点検 年末年始 定期点検補修

28 7 25 2 31 3 1 28

中間点検 3か月点検 定期点検補修 年始 3か月点検

6 11 20 22 1 24 1 3 8 10

中間点検 ３か月点検 定期点検補修 年末年始 3か月点検

2025 27 29 19 14 31 3 15 17

中間点検 年末年始 定期点検補修

13 18 31 4 31

故障故障 故障 故障 故障 定期点検補修故障 故障故障故障 故障 調整 年末年始 中間点検 故障 調整

1 5 1415 6 8 29 4 13 5 3 8 2345 1013 11 21 2 31 4 1 7 10 16

注：週例点検等の短期間停止を除く。

粗大ごみ破砕処理施設 Ａ・Ｂ系

破砕ごみ処理施設（流動床炉）

平成27年度　施設稼働実績表（不燃ごみ処理センター・粗大ごみ破砕処理施設・破砕ごみ処理施設）  

京浜島不燃ごみ処理
センター

Ａ・Ｂ系

Ｃ・Ｄ系

中防不燃ごみ処理
センター

第二プラント

Ｃ系

Ｄ系
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品目 京浜島 中防不燃 粗大破砕 清掃工場
板橋
灰溶融

多摩川
灰溶融

葛飾
灰溶融

品川
灰溶融

世田谷
灰溶融

計

鉄

アルミニウム

水砕メタル

炉底メタル 85 56

その他

（kg）
計 85 3 41

総 鉄

売 アルミニウム

却 水砕メタル

額 炉底メタル

その他

（円） 計

鉄

アルミニウム

水砕メタル

炉底メタル

（円／
kg） その他

※その他…廃バッテリー、羽毛布団、ゴルフボール

注：清掃工場（中防施設含む。）の鉄は、定期点検補修等で発生した工事発生材による不用品売却を含む。

平成27年度　有価物売却実績

売
　
却
　
量

平
均
単
価

４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０月 １１月 １２月 １　月 ２　月 ３　月

施設名称 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

中間点検 4か月点検 年末年始 定期点検補修

28 5 24 1 31 3 1 28

中間点検 4か月点検 年末年始 定期点検補修

28 7 25 2 31 3 1 28

中間点検 3か月点検 定期点検補修 年始 3か月点検

6 11 20 22 1 24 1 3 8 10

中間点検 ３か月点検 定期点検補修 年末年始 3か月点検

2025 27 29 19 14 31 3 15 17

中間点検 年末年始 定期点検補修

13 18 31 4 31

故障故障 故障 故障 故障 定期点検補修故障 故障故障故障 故障 調整 年末年始 中間点検 故障 調整

1 5 1415 6 8 29 4 13 5 3 8 2345 1013 11 21 2 31 4 1 7 10 16

注：週例点検等の短期間停止を除く。

粗大ごみ破砕処理施設 Ａ・Ｂ系

破砕ごみ処理施設（流動床炉）

平成27年度　施設稼働実績表（不燃ごみ処理センター・粗大ごみ破砕処理施設・破砕ごみ処理施設）  

京浜島不燃ごみ処理
センター

Ａ・Ｂ系

Ｃ・Ｄ系

中防不燃ごみ処理
センター

第二プラント

Ｃ系

Ｄ系

62 9 3,294


